
























林の管理不足が問題とされている(林野庁 2018: ff.14 など)。この「問題」は、国土
































ランティアと位置づけられている(佐藤 2003: 32-38; 山本 2003: 24-25)。1970 年
代ころになると、原生林伐採や除草剤散布といった政策に対する批判や抵抗を行う
自然保護の市民運動が広がりを見せ、「草刈り十字軍」に代表される自律的・実践的
な活動を行う団体が登場する(山本 2003: 25, 2014: 9)。官製ボランティアとは一線
を画すそれらボトムアップの市民運動型ボランティアは、今日の森林ボランティア
の原点として評価されている(山本 2003: 25)。市民が自律的に行う森林ボランティ






















































































































































































筆者は 2016 年の 6 月に、後述する仙台市のイベントのひとつである市民育樹祭 3に
参加し、市民に対する手鎌の使い方の指導的役割を担っていた「仙台市森林アドバ
イザーの会」に出会った。調査は 2016 年の 6 月から 2017 年の 11 月にかけて断続
的に実施され、それ以前の出来事に関しては、設立当初から所属する会員への聞き
取りを行った。2004 年に約 30 名の市民によって結成され、現在では 90 名以上が
所属している。会員らの間で単に「会」と呼ばれるこの組織は、調査時点の平均年








年 4 回の夏休み親子木工教室、10 月開催の市民育樹祭の計 4 種類がある 5。 
受講生は、年度初めに市内各戸に配布される「市政だより」や市のホームページ












4 全国の森林ボランティア団体に対する調査を行った NPO 法人森づくりフォーラムによる
と、60 代以上を主な参加者と回答した団体は 1,325 団体中約 66％にあたる 873 団体であ
る(NPO 法人森づくりフォーラム 2019: 4)。 
5 2016 年 6 月 18 日仙台市農林土木課長への聞き取り。 
6 仙台市「仙台市森林アドバイザー養成講座」募集要項より。参加申込者は応募用紙に申
し込みの動機を記入する必要がある。 































                                                   
















役割との間にズレがあったと考えられる。その後 2008 年 11 月から 2010 年 3 月に
















                                                   
8 2017 年 10 月 21 日 A 氏への聞き取り。同様の意見は複数の会員からも聞かれた。 



























現在会には 90 名以上の市民が所属しており、調査時点の平均年齢は 64 歳で、多




































                                                   
9 2017 年 10 月 21 日 R 氏への聞き取り。 
10 2017 年 9 月 20 日 M 氏への聞き取り。 































                                                   































以上をまとめると、本事例では人びとが 1950 年代から 60 年代にかけて経験した
                                                   
12 2017 年 7 月 20 日 N 氏への聞き取り。 
13 NPO の金銭がらみの不正に関するニュースや「人生経験」を元にそう考えるという。 




























































てしばしば語られた。例えば、60 代 70 代になってからブログの運営方法や助成金
申請書の書き方を学んだ者や、中には「元々そこまで森林に関心はなかったが、現




15 2017 年 7 月 20 日 K 氏への聞き取り。 































                                                   
16 2017 年 10 月 21 日 I 氏への聞き取り。 
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